
（１面） 銚子ジオパーク市民の会ニュース 第 134 号 2025 年 6 月 26 日発行 

     第 134号   

 2025年 6月 26日 発行 

 発行責任者 工藤 忠男 

 銚子ジオパーク市民の会 

 URL： https://choshigeopark.com 
 

 
 

                 

           

田
中 

豊 

五
月
三
一
日(

土)

、
九
時
三
十
分

か
ら
銚
子
市
勤
労
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
二
〇
二
五
年

度
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。 

工
藤
忠
男
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
会
長
で
あ
る
越
川
信
一
銚
子 

市
長
か
ら
、
二
〇
二
三
年
度
の
第

一
三
回

J
G

N

全
国
大
会
及
び
二

〇
二
四
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

委
員
会
に
よ
る
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク

再
認
定
審
査
で
の
高
評
価
（
市
民

の
会
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
活
動
）

を
得
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
市

民
の
会
メ
ン
バ
ー
の
尽
力
へ
の
謝

辞
が
あ
り
、
再
認
定
審
査
時
指
摘

事
項
の
対
応
に
向
け
て
市
民
の
会

の
さ
ら
な
る
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

出
席
者
数
に
つ
い
て
内
匠
五
月

枝
副
事
務
局
長
よ
り
報
告
を
受
け

た
後
、
工
藤
会
長
を
議
長
に
選
出

し
、
事
が
開
始
さ
れ
た
。
初
め
に
、

二
〇
二
四
年
度
の
活
動
報
告
を
田

中
豊
事
務
局
長
、
収
支
決
算
報
告

を
石
嶋
博
行
会
計
、
会
計
監
査
報

告
を
保
立
和
則
監
査
が
報
告
し
、

出
席
者
の
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。 続

い
て
、
二
〇
二
五
年
度
の
活

動
計
画
（
案
）
を
宮
内
敏
副
会
長
が
、

収
支
予
算
（
案
）
を
石
嶋
会
計
が
説

明
し
、
賛
成
挙
手
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。 

最
後
に
、
役
員
の
改
選
は
昨
年

度
の
会
則
改
定
に
伴
い
、
二
年
ご

と
の
改
選
と
な
る
た
め
、
二
〇
二

五
年
度
は
前
年
度
に
引
き
続
き
現

行
体
制
で
臨
む
こ
と
に
な
り
、
理

事
会
構
成
員
を
起
立
紹
介
し
、
総

会
は
終
了
し
た
。 

〇 
 

〇 

市
民
の
会
総
会
終
了
後
、
推
進

協
議
会
と
の
共
催
に
よ
る
総
会
記

念
講
演
がzoom

同
時
配
信
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

（
一
般
社
団
法
人
）
世
界
遺
産
協

会
常
任
理
事 

片
岡
英
夫
氏
に
よ

る
表
題
の
題
名
で
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

片
岡
氏
は
「
海

外
・
旅
行
地
理
検
定

試
験
」「
世
界
・
旅
行

地
理
検
定
試
験
」「
世
界
遺
産
検
定

マ
イ
ス
タ
ー
」
こ
れ
ら
３
つ
の
検

定
の
最
高
峰
を
手
に
し
て
い
る
日

本
で
唯
一
の
人
物
で
、
世
界
遺
産

ア
カ
デ
ミ
ー
認
定
講
師
も
務
め
ら

れ
て
お
り
、
カ
リ
ス
マ
講
師
と
し

て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

先
ず
は
世
界
遺
産
の
基
礎
知
識

と
し
て
文
化
遺
産
・
自
然
遺
産
・
複

合
遺
産
の
三
種
類
が
あ
る
こ
と
や

世
界
遺
産
申
請
の
条
件
（
申
請
す

る
物
件
が
不
動
産
で
あ
る
こ
と
、

物
件
を
保
有
す
る
国
の
法
律
で
保

護
さ
れ
保
全
体
制
が
整
っ
て
い
る

等
）、
登
録
条
件
（
顕
著
な
普
遍
的

価
値
【O

U
V

】
を
有
す

る
こ
と
、
10
の
登
録
基

準
の
う
ち
、
ひ
と
つ
以

上
を
満
た
す
こ
と
）
や

登
録
基
準
（
Ⅰ
）
～
（
Ⅹ
）

な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

具
体
的
に
基
準
（
Ⅴ
）

は
、
あ
る
文
化
（
ま
た
は

複
数
の
文
化
）
を
代
表

す
る
伝
統
的
集
落
や
土

地
・
海
上
利
用
の
顕
著

な
見
本
。
ま
た
は
、
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
変
化

の
影
響
に
よ
り
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
人
類

と
環
境
と
の
交
流
を
示

す
顕
著
な
見
本
・
・
・
白

川
郷
や
ベ
ネ
チ
ア
等
。 

基
準
（
ⅷ
）
は
、
生
命

の
進
化
の
記
録
や
地
形

形
成
に
お
け
る
重
要
な

地
質
学
的
過
程
、
ま
た

は
地
形
学
的
・
自
然
地

理
学
的
特
徴
を
含
む
、

地
球
の
歴
史
の
主
要
段

階
を
示
す
顕
著
な
見

本
・
・
・
ド
ー
バ
ー
海
峡

ド
ー
セ
ッ
ト
と
東
デ
ヴ

ォ
ン
海
岸
等
の
紹
介
が
有
り
ま
し

た
。
様
々
な
魅
力
あ
る
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
銚
子
で
す
が
、
世
界

遺
産
登
録
の
様
々
な
条
件
を
考
慮

す
る
と
、
伊
能
忠
敬
が
富
士
山
測

量
を
し
た
犬
若
岬
「
本
家
の
台
」
が

候
補
に
な
り
え
る
の
で
は
な
い

か
？
と
言
う
事
で
し
た
。 

    

小
玉 

健
次
郎 

 

屏
風
ケ
浦
と
高
田
川 

ジ
オ
サ
イ
ト
に
“
Ａ
Ｒ
” 

を
使
用
し
た
地
層
の
情
報 

提
供
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
推
進

協
議
会
事
務
局
の
専
門
員
か
ら
、

試
験
的
に
設
置
し
た
の
で
試
し
て

ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
り
、
早
速

ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
た
。 

Ａ
Ｒ
と
い
う
の
は
英
語
の

“Augmented Reality

”
の
略
で
、

日
本
語
で
は
「
拡
張
現
実
」
と
い
う

の
だ
そ
う
で
す
。
実
際
の
風
景
画

面
の
上
に
別
途
作
成
し
た
説
明
用

画
面
を
重
ね
る
手
法
で
、
昔
の
ポ

ケ
モ
ン
ブ
ー
ム
と
同
種
の
技
法
だ

そ
う
で
す
。 

（
次
頁
に
続
く
） 

 

銚子ジオパーク市民の会 
ニュース 

屛風ケ浦（銚子市） 

二
〇
二
五
年
度
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
の
会
総
会
開
催 

総会記念講演「銚子から世界遺産は生まれるのか？の検証」の報告 房州 文子 

筆随―レリ 

ジ
オ
ガ
イ
ド
の 

講演中の片岡氏 


